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せ
ん
。
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い

◦�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ラ
ベ
ル
と
キ
ャ
ッ

プ
を
外
し
、
軽
く
洗
っ
て
水
切
り
を

し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
中
身

が
残
っ
て
い
る
も
の
や
、
ラ
ベ
ル
と

キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
た
ま
ま
の
も
の
は

収
集
で
き
ま
せ
ん

■
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
燃
や
せ
る
ご
み

　
散
歩
中
の
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
必
ず
持

ち
帰
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
紙
な
ど

に
包
ん
で
小
袋
に
入
れ
て
か
ら
、
燃
や

せ
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
市
内
を
巡
回
し
て
い

る
業
者
に
ご
み
処
理
を
依
頼
し
た
。

回
収
は
無
料
だ
っ
た
が
高
額
な
作
業

料
や
処
分
料
を
請
求
さ
れ
、
回
収
さ

れ
た
ご
み
は
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
た

◦�

ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い
た
無
料
回
収
の

チ
ラ
シ
を
見
て
、
ご
み
処
理
を
依
頼

し
た
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ん
だ

後
に
作
業
料
な
ど
を
請
求
さ
れ
た

◦�

一
度
無
料
回
収
を
依
頼
し
た
後
、
何

度
も
不
用
品
が
な
い
か
訪
問
さ
れ
て

困
っ
た

�

　
燃
や
せ
る
ご
み
は
平
常
通
り
収
集
を

行
い
ま
す
。
燃
や
せ
な
い
ご
み
・
資
源

ご
み
は
通
常
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
家

庭
に
配
布
し
て
い
る
「
家
庭
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

　
一
辺
の
長
さ
が
60
㌢
㍍
を
超
え
る
も

の
は
粗
大
ご
み
と
な
り
、
ご
み
集
積
所

に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
直
接
処

理
場
に
持
ち
込
む
か
、
市
の
一
般
廃
棄

物
処
理
業（
収
集
運
搬
）許
可
業
者
に
処

分
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
直
接
処
理
場
に
持
ち
込
む
場
合
は
、

素
材
に
よ
り
持
ち
込
み
先
が
異
な
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
処
理
業
者
な

ど
詳
し
く
は
、「
家
庭
ご
み
収
集
分
別

表
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
先
】

▼�

可
燃
性
粗
大
ご
み
…
岩
手
中
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
北
上
市
和
賀
町

後
藤
３-

60
）

＊�

手
数
料
は
10
㌔
㌘
ご
と
に
１
３
０
円

▼�

不
燃
性
粗
大
ご
み
…
花
巻
市
清
掃
セ

ン
タ
ー（
矢
沢
７-

２
２
９-

７
）

＊�

手
数
料
は
10
㌔
㌘
ご
と
に
２
６
０
円

　
　

■
無
許
可
の
廃
棄
物
回
収
業
者
に
注
意

　
家
電
製
品
や
家
具
類
な
ど
、
家
庭
か

ら
出
る
廃
棄
物
を
有
料
で
収
集
す
る
場

合
、
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。
無
許
可

の
回
収
業
者
に
廃
棄
物
の
回
収
を
依
頼

し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

　
ご
み
を
捨
て
る

と
き
は
、
各
家
庭

に
配
布
し
て
い
る

「
家
庭
ご
み
収
集

分
別
表
」
を
確
認

し
て
、
分
別
し
て

か
ら
捨
て
ま
し
ょ
う
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
り
、
利
用
で

き
る
ご
み
集
積
所
や
捨
て
る
と
き
の

ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
に
な
る
の
で
、
地
域
外
の

集
積
所
は
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
捨
て
方

◦�「
プ
ラ
」
の
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、「
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」で
す
。
汚
れ
て
い
る「
そ

の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は
軽
く
洗
っ

て
水
切
り
を
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ

さ
い
。
軽
く
洗
っ
て
汚
れ
が
落
ち
な

い
も
の
は
資
源
と
し
て
利
用
で
き
ま

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
】

�

本
館
生
活
環
境
課（
緯
41-

３
５
４
４
）

　ごみの分別方法や出し方が

簡単に検索できる、ウェブサ

イト「ごみ分別辞典」を市で開

設しています。パソコンやス

マートフォンか

ら簡単に検索で

きるのでご利用

ください。

ごみ分別辞典ウェブサイトで

分別方法を調べられます

ご
み
の
分
別
ポ
イ
ン
ト

（
プ
ラ
ご
み
・
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
）

粗
大
ご
み
は
ご
み
集
積
所
に

出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

�

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の

ご
み
収
集
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あなたのお家は対象ですか？

木造住宅の耐震化を支援します

【���問い合わせ】
�新館建築住宅課
�（☎41-3567）

①木造住宅の耐震診断に対する支援

■�対象住宅　昭和56年５月31日以前に新築、増

改築され、地上階数が２以下の住宅

■�助成額　個人負担額は１件につき3,000円

で残りの金額は市が負担します

■申請開始日　５月13日（月）

②木造住宅の耐震補強工事に対する支援

■対象工事　以下のいずれかの工事

◦�耐震補強工事を実施し、上部構造評点を1.0

未満から1.0以上とする工事

◦�重大な地盤・基礎の注意事項を改善する工事

■助成額　対象経費の５分の４（限度額100万円）

③木造住宅の簡易耐震補強工事に対する支援

■�対象工事　耐震補強工事を実施し、上部構造

評点を0.7未満から0.7以上1.0未満とする工事

■助成額　対象経費の２分の１（限度額30万円）

②③共通

■�対象住宅　以下の条件を全て満たす市内の

住宅

◦�昭和56年５月31日以前の建築基準法により

建築された住宅

◦�居住部分を有する一戸建てで、地上階数が

２以下の住宅

◦�在来軸組工法で建築され、建築基準法令に

違反していない住宅

■申請開始日　５月13日（月）

新たな建築物の建築を前提に

空き家などの解体費用を支援します

【���問い合わせ】
�新館建築住宅課
�（☎41-3567）

■�対象　次のいずれかに該当する個人または

法人

◦空家等（＊）の所有者または相続人

◦�空家等の所有者、共有者全員または相続人

全員から補助事業実施の同意が得られてい

る人

＊…�原則１年以上使用されていない建築物

（物置などの付属建築物は除く）

■要件　次の全ての要件を満たすこと

◦�市内にある空家等を解体し、同地番を含め

た敷地に、５年以上居住・使用する一戸建

◉補助額・上限額

区分 空き家などの建築年 補助額 上限額

市内全域
昭和56年５月31日以前 建築物の除却費の２分の１の額に10万円を加算した額以内 50万円

昭和56年６月１日以後 建築物の除却費の２分の１の額以内 40万円

うち居住誘導区域ま
たは生活サービス拠
点区域

昭和56年５月31日以前 建築物の除却費の２分の１の額に10万円を加算した額以内 100万円

昭和56年６月１日以後 建築物の除却費の２分の１の額以内 100万円

て住宅や店舗などを新築すること

◦�市内に本店を有する個人または法人との間

に補助対象建築物の解体に係る工事請負契

約を締結すること

◦市税などの滞納がないこと

　空き家などの解体を考えている人は、工事

などを行う前に、新館建築住宅課へご相談く

ださい。

　対象や要件の詳細、申請方法な

ど詳しくは、市ホームページでご

確認ください。

　木造住宅の耐震化を考えている人は、工事

などを行う前に、新館建築住宅課へご相談く

ださい。

　対象や要件の詳細、申請方法な

ど詳しくは、市ホームページでご

確認ください。


